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「北東アジアの人間活動が北太平洋の生物生産に与える影響評価」

氷河コアによる風成塵供給量の見積もり
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氷河コア解析の担当箇所



コア掘削予定地点



海洋の一次生産

社会変動 気候変動

大気場地表面状態

風成塵（いわゆる黄砂）Flux

氷河DMS-MSA

氷河コア解析による風成塵・海洋バイオマス変動の抽出

時系列データ
～1000年
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DMSからMSAへの酸化反応の系統図



南極Vostokコア中の
過去15万年間における
硫黄化合物変動
(Salzman et al., 1992)



風成塵フラックスの変動



黄砂のオホーツク海～北太平洋
への輸送 1998年4月の事例

http://daac.gsfc.nasa.gov/
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北米ローガン山の氷河における黄砂の堆積

Matoba et al. (in prep.)2002年6月撮影



カムチャツカの事例-北太平洋の気候変動-

1998年6月 212m長の氷コアを掘削
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Canadian Pacific

Kamchatka Peninsula
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北米ローガン山 (Holdsworth et al., 1992)

カムチャツカ半島（白岩・山口,2002)
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11 Yeras Smoothing



まとめ

カムチャツカ、アラスカの氷河コアを調べることにより、
過去500-1000年間程度の；

1. 風成塵フラックスの変動；
2. MSA(=バイオマス)変動；
3. 気温変動(δ18O)
4. 降水量変動
5. 人為起源の無機イオン(NO3-）変動

を調べ、アムール川・オホーツク海における自然変動
と近年の人為的擾乱の影響を明らかにする。


